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ぐ
る
り
白
河
文
化
遺
産
め
ぐ
り

ツ
ア
ー
と
し
ら
か
わ
歴
史
景
観
蔵

ウ
ォ
ー
ク
を
共
同
開
催
す
る
ほ
か
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
い
ま
す
。

《
ツ
ア
ー
》

●

日
時　

11
月
８
日
㈯
／
午
前
９

時
〜
午
後
0
時
30
分

●

定
員　

▽
ぐ
る
り
白
河
文
化
遺

産
め
ぐ
り　

40
人　

▽
し
ら
か
わ

歴
史
景
観
蔵
ウ
ォ
ー
ク　

20
人　

※
要
予
約
（
先
着
順
）

●

参
加
料　

５
０
０
円

《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

●

日
時　

11
月
８
日
㈯
〜
16
日
㈰

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

内
容　

す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
１
０
０
人
）

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内

２
７
４
３

　

市
消
防
団
秋
季
検
閲
の
た
め
、

●

申
込
期
限　

10
月
10
日
㈮
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

【
平
成
27
年
度
採
用
】

●

募
集
人
員　

若
干
名

●

資
格　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
免

許
を
有
す
る
か
取
得
見
込
み
の
方

●

試
験
日　

11
月
８
日
㈯
・
9
日

㈰

●

試
験
会
場　

杉
妻
会
館
（
福
島

市
杉
妻
町
）

●

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈮
ま
で

（
当
日
必
着
）

※
受
験
案
内
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院　

42
３
１
１
１

／
午
前
10
時
〜
午
後
6
時　

※
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で

●

会
場　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

《
作
品
研
修
会
》

●

日
時　

10
月
26
日
㈰
／
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

●

内
容　

審
査
員
に
よ
る
受
賞
作

品
の
講
評
や
意
見
交
換

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

●
資
格　

防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
管
理
監
督
的
地
位
に
あ
る
方

ま
た
は
そ
の
地
位
に
就
く
見
込
み

の
方

●
日
時　

12
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮

／
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50

分　

※
５
日
は
午
後
４
時
ま
で

●
会
場　

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

●
定
員　

80
人　

※
先
着
順

●
教
材
費　

５
、
０
０
０
円

●
申
込
期
間　

10
月
27
日
㈪
〜
11

月
14
日
㈮

●
申
込
先　

白
河
地
方
広
域
市
町

村
圏
消
防
本
部
、
各
消
防
署
・
分

署問
同
消
防
本
部
☎
㉒
２
１
７
０

興
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
。

※
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験

の
合
格
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
総
務
課　

内
２
３
１
６

　

50
歳
以
上
の
方
で
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
り
、
受
講
後

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●

日
時　

10
月
21
日
㈫
・
28
日
㈫

／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

講
師　

石い
し
い井
啓け

い
た太
氏

●

定
員　

15
人　

※
先
着
順

●

受
講
料　

無
料

●
日
時　

11
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬

／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

お
よ
び
城
山
公
園
（
郭
内
）

●
内
容　

初
歩
的
な
松
・
梅
な
ど

の
せ
ん
定
方
法
等
の
講
義
と
実
習

●
定
員　

30
人　

※
先
着
順

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

10
月
22
日
㈬
ま
で

問
本
庁
舎
観
光
課　

内
２
２
１
３

【
平
成
27
年
度
採
用
】

《
大
学
卒
程
度
》

●

職
種
・
採
用
予
定
人
員　

土
木

２
人
程
度　

●

資
格　

昭
和
50
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
5
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
今
年
度
す
で
に
実

施
し
た
本
市
職
員
採
用
試
験
を
受

験
し
て
い
な
い
方
（
学
歴
不
問
）

●

試
験
日　

11
月
23
日
㈰

●

試
験
会
場　

市
役
所
本
庁
舎

●

申
込
受
付
期
限　

10
月
31
日
㈮

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、

本
庁
舎
総
務
課
、
各
庁
舎
地
域
振

10
月
19
日
㈰
午
前
７
時
か
ら
、
消

防
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
火

災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
６

　

10
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
は
、

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
行
政
機
関
や
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、

苦
情
や
困
り
ご
と
・
要
望
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手

伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

相
談
週
間
中
に
は
、「
特
設
行
政

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
23
日
㈭
／
午
後
１

時
〜
３
時

●

会
場　

本
庁
舎
地
下
第
１
会
議

室

●

行
政
相
談
委
員

▽
内う

ち
だ田
宜よ

し
え枝
（
郭
内
151
）
☎
㉓
３

５
１
８

▽
中な

か
む
ら村
周し

ゅ
う
じ
ょ
う
常
（
本
町
26
）
☎
㉓
４

３
５
７

▽
鈴す

ず
き木
博ひ

ろ
ゆ
き之
（
表
郷
番
沢
字
樋
ノ

口
62

１
）
☎
32
３
１
５
７

▽
内な

い
と
う藤
直じ

き
ほ
う方
（
大
信
下
小
屋
字
西

　

各
店
の
こ
だ
わ
り
・
お
勧
め
の

逸
品
を
歩
い
て
巡
る
ツ
ア
ー
で
す
。

●

日
時　

10
月
18
日
㈯
／
午
前
11

時
〜
午
後
２
時
30
分

●

定
員　

16
人　

※
先
着
順

●

参
加
料　

1
、
０
０
０
円
（
昼

食
代
込
み
）

●

申
込
期
限　

10
月
16
日
㈭
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

宿
225
）
☎
46
２
５
４
７

▽
水み

ず

の

や

野
谷
正ま

さ
あ
き明
（
東
栃
本
字
市
倉

22
）
☎
34
３
２
３
５

※
自
宅
等
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　

内
２
３
１
３

／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表
郷
☎

32
２
１
１
１　

大
信
☎
46
２
１
１

１　

東
☎
34
２
１
１
１

　

県
で
は
、
文
化
活
動
支
援
を
目

的
に
、
12
月
1
日
か
ら
平
成
27
年

3
月
31
日
ま
で
に
行
う
対
象
事
業

を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

対
象
事
業　

県
内
に
住
所
ま
た

は
活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
・

団
体
の
行
う
文
化
活
動
（
成
果
発

表
事
業
、
発
表
会
等
へ
の
参
加
事

業
、
文
化
財
の
保
護
事
業
な
ど
）

●

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

　

一
般
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
60

回
を
記
念
し
て
作
品
研
修
会
を
行

い
ま
す
。

●

日
時　

10
月
22
日
㈬
〜
26
日
㈰
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募
集

県
立
矢
吹
病
院
看
護
師

案
内

ぐ
る
り
白
河
文
化
遺
産
め
ぐ
り
・

し
ら
か
わ
歴
史
景
観
蔵
ウ
ォ
ー
ク

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館

　市が所有する土地を一般競争入札に
より売却します。
《物件①》　▷所在地　昭和町69-28
▷地目　宅地　▷面積　231.41㎡　
▷最低入札価格　6,500千円　▷入札
日時　11月７日㈮／午前10時
《物件②》　▷所在地　古高山4-28　
▷地目　宅地　▷面積　210.39㎡　
▷最低入札価格　3,505千円　▷入札
日時　11月７日㈮／午前10時30分
●申込期間　10月1日㈬～31日㈮　
　※平日のみ
●要項の配布　本庁舎財政課（３階）
　で配布します。
●申込方法　市指定申込書および必要
　書類を本庁舎財政課へ持参、または
　郵送してください。郵送の場合は、
　簡易書留で送付してください（10
　月31日㈮までの消印有効）。
※詳しくは、市ホームページでご確認
　いただくか、お問い合わせください。
問本庁舎財政課　内2335

市有地公売

第
４
回
白
河
ま
ち
な
か

逸
品
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

樹
木
せ
ん
定
講
習
会

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

市
職
員
採
用
試
験（
追
加
募
集
）

消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

行
政
相
談
週
間

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

県
文
化
振
興
財
団
助
成
事
業

第
60
回
記
念
「
白
河

総
合
美
術
展
覧
会
」



34

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

10
月
23
日
㈭
／
午
後
７

時
〜
８
時
30
分

●

会
場　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

●

内
容　

▽
講
演
「
日
本
の
進
路

と
誇
り
あ
る
国
づ
く
り
」　

▽
講

師　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

櫻さ
く
ら
い井
よ

し
こ
氏

●

入
場
料　

１
、
０
０
０
円
（
一

般
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７

　

10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、

「
違
反
建
築
防
止
週
間
」
で
す
。

　

県
で
は
、
違
反
建
築
物
の
予
防

や
解
消
を
目
的
に
公
開
建
築
パ
ト

ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

建
築
物
は
、
個
々
の
資
産
で
あ

る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
環
境
や
景

観
を
形
成
す
る
重
要
な
も
の
で
す
。

良
好
な
環
境
と
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
違
反
建
築
の
防
止
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
南
建
設
事
務
所
☎
㉓
１
６
３

６《
フ
ル
ー
ト　

佐さ
が
わ川
進し

ん
い
ち一
》

●
日
時　

10
月
26
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
特
設
ス
テ
ー
ジ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

　　　

平
成
27
・
28
年
度
の
建
設
工
事

・
測
量
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
社
会
保

険
未
加
入
業
者
の
申
請
は
、
受
け

付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

期
間　

11
月
4
日
㈫
〜
28
日
㈮
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※
平
日
の
み

●

申
請
用
紙　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
方
法　

必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
指
定
の
色
の
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
て
、
本

庁
舎
工
事
契
約
検
査
課
（
２
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
道
事
業
に
係
る
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
は
、
工

事
契
約
検
査
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
製
造
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
建

設
資
材
は
、
物
品
購
入
等
指
名
競

ま
ち
か
ど
伝
言
板

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
工
事
契
約
検
査
課　

内

２
２
５
２

▽
県
民
手
帳
（
横
罫
版
・
カ
レ
ン

ダ
ー
版
）　

各
５
０
０
円　

▽
県
勢
要
覧　

１
、
５
０
０
円

●

申
込
期
限　

10
月
20
日
㈪
ま
で

●

申
込
先　

本
庁
舎
企
画
政
策
課

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　

内
２
３

２
７

立
教
志
塾
講
演
会

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
田
園
へ
の
回
帰
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
人
口
減
少
は
若
者
の
大
都
会
へ

の
流
出
が
最
大
要
因
で
あ
り
、
こ
の
流
れ
を
変
え

地
方
に
呼
び
戻
す
こ
と
が
必
要
。
こ
の
受
け
皿

と
し
て
、
地
方
拠
点
都
市
に
投
資
と
施
策
を
集
中

さ
せ
る
べ
き
と
い
う
。
連
動
す
る
よ
う
に
、
国
で

も
人
口
20
万
人
以
上
の
都
市
を
「
地
方
中
枢
拠
点

都
市
」
と
指
定
し
、
そ
の
圏
域
の
生
活
・
産
業
・

文
化
の
中
心
と
な
る
よ
う
、
補
助
金
や
交
付
税
で

手
厚
く
支
援
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
日
本

列
島
を
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
再
編
成
す
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

日
本
は
、
誰
で
も
ど
こ
に
い
て
も
一
定
の
社
会

的
利
益
を
受
け
ら
れ
る
「
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
」
を
軸
と
し
て
き
た
。
道
路
や
新
幹
線
を
整

備
す
る
、
公
共
事
業
を
お
こ
す
、
工
場
を
誘
致
す

る
、
米
価
を
保
障
す
る
。
過
疎
地
の
底
上
げ
を
図

り
、
地
域
間
格
差
の
縮
小
を
図
る
。
的
を
射
た
政

策
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
き
て
国

は
、
政
策
を
転
換
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
誤
解
を

恐
れ
ず
に
言
え
ば
、「
小
さ
い
自
治
体
や
農
山
村

の
面
倒
は
み
き
れ
な
い
」
と
聞
こ
え
る
。

　

全
国
で
３
万
人
未
満
の
自
治
体
は
人
口
の
8

％
に
す
ぎ
な
い
が
、
国
土
の
48
％
を
占
め
て
い
る
。

農
山
村
が
疲
弊
し
て
、
中
心
の
都
市
が
栄
え
る
の

か
。
都
市
が
周
辺
の
生
活
や
経
済
を
支
え
る
と

同
様
に
、
農
山
村
も
都
市
を
支
え
て
い
る
。
農
山

村
へ
の
投
資
は
効
率
が
悪
い
。
な
ら
ば
、
効
果
の

あ
る
と
こ
ろ
に
集
約
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
。

そ
う
判
断
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
木
を
見
て
森
を

見
な
い
近
視
眼
的
思
考
だ
。

　

広
い
東
北
・
北
海
道
で
20
万
都
市
は
数
え
る

ほ
ど
し
か
な
い
。
本
県
の
場
合
も
福
島
・
郡
山
・

い
わ
き
の
３
市
。
会
津
地
方
は
、
県
の
面
積
の
半

分
近
く
占
め
る
が
人
口
は
約
28
万
人
。
白
河
地

方
は
約
15
万
人
、
相
馬
地
方
は
約
11
万
人
。
こ
れ

　

急
速
に
人
口
減
少
化
の
議
論
が
熱
を
帯
び
て

き
た
。
国
は
国
土
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
自
治
体

は
地
域
の
将
来
を
か
け
、
本
格
的
な
対
応
を
始
め

た
。
き
っ
か
け
は
、
５
月
に
増
田
元
岩
手
県
知
事

や
官
僚
Ｏ
Ｂ
ら
、
日
本
創
成
会
議
の
発
表
し
た
論

文
。
全
国
の
人
口
減
少
を
予
測
し
、
こ
れ
を
食
い

止
め
る
た
め
、
少
子
化
対
策
や
地
域
振
興
策
、
女

性
・
高
齢
者
の
活
用
策
を
提
言
し
て
い
る
。

　

特
に
衝
撃
を
与
え
た
の
が
、
30
年
後
に
日
本
の

約
半
数
に
あ
た
る
８
９
６
市
町
村
で
、
20
〜
39
歳

の
女
性
が
50
％
以
上
減
少
し
消
滅
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
。
う
ち
５
２
３
市
町
村
が
、
人
口
も

１
万
人
以
下
と
な
り
消
滅
す
る
と
さ
れ
た
こ
と

だ
。
新
聞
・
雑
誌
で
大
き
く
取
り
上
げ
地
方
議

会
で
も
活
発
な
論
戦
が
交
わ
さ
れ
た
。
政
府
も

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
立
ち

上
げ
、
地
方
創
生
担
当
大
臣
を
置
く
な
ど
素
早
い

反
応
を
み
せ
た
。
避
難
者
を
抱
え
る
福
島
県
は

対
象
に
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
分
類
に
入
る

市
町
村
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

「
消
滅
」
と
名
指
し
さ
れ
た
自
治
体
の
反
応

は
複
雑
。
地
域
の
維
持
に
懸
命
な
我
々
に
、
冷
水

を
浴
び
せ
る
も
の
で
け
し
か
ら
ん
。
や
っ
ぱ
り

だ
め
な
の
か
と
肩
を
落
と
す
。
お
偉
方
が
机
上

の
理
屈
を
言
っ
て
い
る
、
冷
静
に
み
て
い
こ
う
…
。

「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
は
政
府
・
自
治
体
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
、
い
ず
れ
来
る
危
機
が
目
の
前
に
迫
っ

て
き
た
こ
と
を
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
形
で
国
民
に

示
し
た
点
で
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

ら
は
、
自
立
で
き
な
い
か
ら
い
ず
れ
か
の
都
市
の

傘
下
に
入
れ
と
い
う
こ
と
か
。
非
現
実
的
な
議

論
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
。

　

私
た
ち
は
ど
う
い
う
視
点
で
地
域
を
つ
く
る

か
を
考
え
直
す
時
期
に
あ
る
。
か
つ
て
の
経
済

成
長
は
安
定
し
た
社
会
を
も
た
ら
し
た
。
国
は

せ
っ
せ
と
税
を
地
方
へ
仕
送
り
す
る
。
安
い
土

地
・
賃
金
を
求
め
工
場
が
や
っ
て
く
る
。
国
土

の
均
衡
あ
る
発
展
と
は
、
外
部
の
力
を
取
り
込
む

こ
と
で
も
あ
っ
た
。
内
に
あ
る
も
の
を
手
間
暇

か
け
て
磨
く
こ
と
よ
り
も
、
て
っ
と
り
ば
や
く
外

か
ら
運
ぶ
。
い
つ
し
か
外
発
的
手
法
に
慣
れ
過

ぎ
、
変
化
に
対
す
る
適
応
性
を
な
く
し
た
。

　

時
代
は
変
わ
っ
た
。
財
政
は
火
の
車
、
企
業
の

海
外
移
転
、
超
高
齢
化
…
。
国
は
も
は
や
地
方
を

庇ひ

ご護
す
る
力
は
な
い
。
地
方
は
、
中
小
企
業
や
農

林
業
の
振
興
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ

り
、
地
域
で
富
を
産
み
地
域
で
循
環
さ
せ
る
。
内

発
的
手
法
を
中
心
に
据
え
、
こ
れ
に
外
の
力
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
大
震
災
は

大
き
な
試
練
だ
っ
た
が
、
過
去
を
検
証
し
、
新
し

い
道
を
つ
け
て
い
く
ま
た
と
な
い
機
会
で
も
あ

る
。「
窮
す
れ
ば
通
ず
」。
知
恵
は
生
ま
れ
る
。

　

人
は
変
え
る
の
を
た
め
ら
う
。
危
機
が
迫
っ

て
い
て
も
す
ぐ
に
は
腰
を
あ
げ
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
確
実
に
新
し
い
時
代
の
風
が
吹
き
始
ま
っ

て
い
る
。
日
本
各
地
で
、
都
会
か
ら
移
住
し
農
林

業
に
就
く
若
者
や
、
高
収
入
を
捨
て
子
育
て
を
し

て
い
る
家
族
が
増
し
て
い
る
と
い
う
。
彼
ら
は

生
活
の
中
か
ら
仕
事
を
産
み
出
し
、
仕
事
を
通
し

て
生
活
の
質
を
高
め
て
い
く
。
新
た
な
生
き
方

を
求
め
、
田
園
へ
の
回
帰
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。
人
口
の
予
測
は
当
た
っ
た
こ
と
が
な
い
そ

う
だ
。
恐
れ
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

福島県知事選挙のお知らせ
●投 票 日 　10月26日㈰
●投票時間　午前７時～午後６時
●投 票 所　投票所は、郵送される投票所入場券に記載されてい
　　　　　　ます。投票日または期日前の投票には、投票所入場
　　　　　　券を持参してください。
　　　　　　※入場券をなくしたり、忘れても投票できます。
《期日前投票》
　投票日に仕事や旅行などで投票できない方は、期日前投票がで
きます。手続きは、宣誓書に事由、氏名、住所などを記載します。
印鑑は必要ありません。
●期　  間  10月10日㈮～25日㈯
●場所・時間　▷市役所本庁舎　午前８時30分～午後８時
　　　　　 ▷市役所表郷庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　　　 ▷大信農村環境改善センター　午前８時30分～午後７時
　　　　　 ▷市役所東庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　　　 ※いずれの期日前投票所でも投票することができます。
《滞在地や避難先での不在者投票》
　仕事や旅行、または震災による避難などで市外に滞在・避難さ
れている方は、滞在地や避難先の市区町村選挙管理委員会で投票
ができます。手続き方法などは、市選挙管理委員会にお問い合わ
せください。
《指定病院などでの不在者投票》
　県選挙管理委員会が指定する病院や老人ホームなどに入院、入
所している方は、その病院などで不在者投票ができます。詳しく
は病院などにお問い合わせください。
《郵便等による不在者投票》
　身体障害者手帳や介護保険被保険者証（要介護５）の交付を受
けている方で、公職選挙法の要件に該当する場合、自宅で郵便等
による不在者投票ができます。手続き方法などは、市選挙管理委
員会にお問い合わせください。
《開票》
　中央体育館で、10月26日㈰午後８時から開始します。
　開票状況は、市ホームページでお知らせします。
《選挙公報》
　選挙公報を10月24日㈮までに、各世帯に配布します。選挙公
報が届かない場合は、市選挙管理委員会までご連絡いただくか、
県選挙管理委員会のホームページをご覧ください。
●県選挙管理委員会ホームページ　http://www.pref.fukushima.
　lg.jp/sec/62010a/tiji.html
問市選挙管理委員会　内2510
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間


